
易
往
を
求
め
た
珍
海
、
易
行
を
極
め
た
法
然

成
瀬
　
隆
順

一
　
は
じ
め
に

一
心
專
念
㆓
弥
陀
名
号
㆒、
行
住
坐
臥
不
㆑
問
㆓
時
節
久
近
㆒、
念
念
不
㆑
捨
者
、
是
名
㆓
正
定
之
業
㆒。
順
㆓
彼
仏
願
㆒
故
。

　
こ
れ
は
善
導
集
記
『
観
経
疏
』
巻
四
「
散
善
義
」
深
心
釈
中
の
、
い
わ
ゆ
る
就
行
立
信
釈
に
示
さ
れ
る
五
種
正
行
中
第
四
の
称
名
を

「
正
定
之
業
」
と
す
る
有
名
な
文
言
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
「
開
宗
の
文
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の

一
節
の
引
用
に
よ
り
注
目
さ
れ
る
『
決
定
往
生
集
』
は
、
平
安
時
代
後
期
に
東
大
寺
や
醍
醐
寺
で
活
躍
し
た
珍
海
（
一
〇
九
二
（
一
説

に
一
〇
九
一
）
〜
一
一
五
二
年
）
に
よ
っ
て
選
述
さ
れ
た
浄
土
往
生
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
。

　
珍
海
は
、
三
論
宗
を
本
宗
と
す
る
学
僧
と
し
て
「
日
本
三
論
学
中
興
の
祖
師
」（
小
野
　
一
九
三
三
、
〇
〇
一
頁
）
と
も
評
さ
れ
、
三

論
教
学
を
中
心
に
数
々
の
著
作
を
残
し
た
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
会
の
講
師
を
歴
任
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
学
階
に
よ
り

「
珍
海
已
講
」
と
呼
称
さ
れ
、
あ
る
い
は
住
房
の
名
称
よ
り
「
禅
那
院
」
と
も
号
さ
れ
て
い
る
。
美
術
史
に
詳
し
い
人
で
あ
れ
ば
彼
の

（

）
1
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名
を
聞
い
て
思
い
起
こ
さ
れ
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
法
華
堂
根
本
曼
荼
羅
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
裏
面
の
修
復
銘
に

よ
り
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）、
東
大
寺
別
当
で
も
あ
っ
た
勧
修
寺
の
寛
信
が
、
珍
海
に
修
補
せ
し
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
画

僧
と
し
て
も
秀
で
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
父
が
土
佐
派
の
始
祖
と
も
さ
れ
る
絵
師
で
従
五
位
上
内
匠
頭
で
あ
っ
た
藤
原
基
光
で
あ
り
、

『
尊
卑
分
脈
』
の
上
で
も
珍
海
の
名
前
の
傍
ら
に
「
絵
師
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
史
実
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
思
想
に
関

す
る
先
行
研
究
で
は
先
の
「
開
宗
の
文
」
中
の
「
順
彼
仏
願
故
」
の
願
を
、
永
観
や
法
然
は
第
十
八
願
と
し
た
の
に
対
し
珍
海
は
第
二

十
願
と
捉
え
、
称
名
念
仏
を
「
正
中
の
正
」
と
評
価
し
つ
つ
も
余
行
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
所
、
す
な
わ
ち
諸
行
併
修
に
法
然
と
の
差

異
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
普
賢
　
一
九
七
二
、
二
三
六
〜
二
四
〇
頁
等
）。
数
あ
る
珍
海
の
著
作
の
中
で
も
『
決

定
往
生
集
』
は
、
法
然
以
前
の
浄
土
教
修
学
の
趨
勢
を
探
る
上
で
有
益
な
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
『
決
定
往
生
集
』
に
見
ら
れ

る
「
開
宗
の
文
」
に
関
す
る
問
題
点
を
中
心
に
、
凡
夫
の
易
往
を
追
求
し
た
珍
海
の
浄
土
思
想
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。

二
　
珍
海
の
伝
歴
に
つ
い
て

　
明
治
時
代
に
法
隆
寺
の
再
建
論
争
に
お
い
て
非
再
建
説
を
唱
え
た
美
術
史
家
で
、
珍
海
研
究
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
平
子
鐸

嶺
氏
が
「
海
已
講
の
事
歴
は
、
古
来
頗
る
明
晰
を
缺
け
り
。
関
氏
の
「
釈
書
」
に
こ
れ
を
載
せ
ず
、
蛮
公
に
到
り
て
漸
く
録
せ
り
。」

（
平
子
　
一
九
一
四
、
四
七
六
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
編
纂
さ
れ
た
師
蛮
の
『
本
朝
高
僧
伝
』
以
前
に
は
、

ま
と
ま
っ
た
珍
海
の
伝
記
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
浄
土
宗
に
関
係
す
る
所
で
は
、
円
智
・
義
山
の
手
に
よ
る
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼

賛
』（
以
下
『
翼
賛
』）
に
も
、
珍
海
の
伝
歴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
は
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』、
す
な
わ
ち
『
四
十
八
巻
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伝
』
の
註
釈
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、『
本
朝
高
僧
伝
』
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
成
立
と
さ
れ

る
。『
四
十
八
巻
伝
』
巻
二
七
に
は
、
上
品
往
生
を
願
っ
た
蓮
生
（
熊
谷
次
郎
直
実
）
が
、
自
筆
の
夢
の
記
に
そ
の
望
み
を
遂
げ
る
夢
を

見
た
と
の
描
写
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
夢
告
に
よ
り
著
作
を
記
し
た
人
師
と
し
て
、
珍
海
の
名
前
が
善
導
・
源
信
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
場
面
を
註
釈
す
る
『
翼
賛
』
巻
五
八
「
僧
尼
之
余
　
伝
本
第
二
十
七
」
で
は
、「
大
系
図
」
す
な
わ
ち
『
尊
卑
分
脈
』
に

よ
っ
て
、
藤
原
魚
名
よ
り
十
一
代
の
後
に
絵
師
基
光
の
子
と
し
て
「
東
大
寺
已
講
珍
海
」
の
名
前
が
確
認
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
摘
は
『
翼
賛
』
が
初
出
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三
論
宗
と
し
て
は
東
大
寺
東
南
院
覚
樹
の
弟
子
で
あ
り
、
別
書
で
は
醍
醐
寺
に
住

し
三
宝
院
定
海
を
師
と
し
て
い
た
と
あ
る
。
珍
海
が
東
大
寺
と
醍
醐
寺
の
両
寺
に
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
東
大
寺
東
南
院
な
ら
び
に
醍

醐
寺
を
建
立
し
た
聖
宝
の
時
代
よ
り
両
寺
が
顕
密
兼
学
で
あ
っ
た
た
め
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
（
永
村
　
二
〇
〇
三
、
〇
二
九
頁
）。
ま

た
、
定
海
は
覚
樹
の
実
兄
で
あ
り
、
珍
海
は
覚
樹
の
死
後
時
を
隔
て
ず
定
海
に
従
っ
て
醍
醐
寺
に
移
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
平
子
　
一
九
一
四
、
四
九
九
頁
）。

　
続
い
て
、
定
海
の
命
に
よ
る
曼
陀
羅
図
画
を
辞
退
し
た
折
、
夢
中
で
山
神
に
よ
り
蹴
倒
さ
れ
た
際
の
傷
が
も
と
で
死
に
至
っ
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
逸
話
は
、
醍
醐
寺
座
主
で
あ
っ
た
成
賢
（
一
一
六
二
〜
一
二
三
一
年
）
口
授
の
『
遍
口
鈔
』
に
記
さ
れ
る

「
仁
王
経
法
事
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
鎮
護
国
家
の
た
め
の
最
大
秘
法
で
あ
っ
た
仁
王
経
法
に
用
い
ら
れ
た
「
秘
曼

荼
羅
」
の
紙
形
を
勧
修
寺
流
祖
で
あ
る
寛
信
に
見
せ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
醍
醐
寺
の
鎮
守
神
、
清
瀧
権
現
の
治
罰
に
よ
っ
て
珍
海
が
死

に
至
っ
た
と
の
口
決
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
珍
海
の
死
に
関
す
る
夢
中
の
逸
話
は
、
醍
醐
寺
山
内
に
お
け
る
三
宝
院
流
の
正
統
性
を

示
す
た
め
に
形
成
さ
れ
、『
遍
口
鈔
』
以
外
に
も
『
報
物
集
』、『
幸
心
鈔
』、『
秘
鈔
問
答
』
に
口
授
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
拙
稿
　

二
〇
二
一
）。
勿
論
、
三
論
宗
自
体
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
境
遇
も
加
わ
り
、

近
世
に
至
る
ま
で
珍
海
の
伝
歴
は
詳
し
く
伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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　『
翼
賛
』
成
立
後
三
〇
年
余
り
で
、
宝
洲
に
よ
っ
て
珍
海
撰
『
菩
提
心
集
』
の
註
釈
書
で
あ
る
『
菩
提
心
集
夾
註
』（
享
保
二
〇
年

（
一
七
三
五
）
成
立
）
が
著
さ
れ
た
。
上
巻
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
「
集
主
海
公
事
歴
考
」
は
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
詳
し
い
珍
海
の
伝

歴
と
な
る
。
そ
の
序
文
に
お
い
て
宝
洲
は
『
菩
提
心
集
』
の
大
意
を
「
明
㆓
人
身
仏
教
之
難
淫遭
、
別
示
㆓
弥
陀
浄
国
之
易
淫往
、
使
㆔
人

人
悉
発
㆓
菩
提
之
心
㆒。」
と
述
べ
て
い
る
。
弥
陀
浄
国
へ
の
易
往
を
示
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
、『
決
定
往
生
集
』
に
お
い
て
易
往
を
追

求
す
る
珍
海
の
姿
勢
を
想
起
さ
せ
よ
う
。

三
　
著
作
に
つ
い
て

　
次
に
学
僧
と
し
て
の
成
果
を
見
て
ゆ
き
た
い
。「
天
下
第
一
の
絵
師
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
珍
海
は
、
同
時
に
碩
学
と
讃
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
三
論
学
を
中
心
に
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
現
存
す
る
著
作
を
列
挙
す
る
と
、『
因
明
大
疏
四
種
相
違
抄
』
二
巻
、

『
八
識
義
章
研
習
抄
』
三
巻
、『
菩
提
心
集
』
二
巻
、『
俱
舎
論
明
眼
抄
』
六
巻
、『
大
乗
正
観
略
私
記
』
一
巻
、『
三
論
玄
疏
文
義
要
』

十
巻
、『
決
定
往
生
集
』
一
巻
も
し
く
は
二
巻
、『
一
乗
義
私
記
』
一
巻
、『
安
養
知
足
相
対
抄
』
一
巻
、『
大
乗
玄
問
答
』
十
二
巻
、

『
三
論
名
教
抄
』
十
五
巻
の
十
一
書
と
な
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
ほ
か
に
逸
書
と
し
て
浄
影
寺
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』「
浄
土
義
」
の

註
釈
で
あ
る
『
浄
土
義
私
記
』、
同
じ
く
「
賢
聖
義
」
の
註
釈
と
思
わ
れ
る
『
賢
聖
義
短
冊
』、
そ
の
他
に
『
法
華
経
問
答
』、『
悉
檀

抄
』
の
存
在
が
諸
目
録
よ
り
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
著
作
中
、
三
論
教
学
に
関
す
る
も
の
は
『
大
乗
正
観
略
私
記
』、『
三
論
玄
疏
文
義
要
』、『
一
乗
義
私
記
』、『
大
乗
玄
問

答
』、『
三
論
名
教
抄
』
と
数
も
多
く
、『
大
乗
義
章
』
に
関
連
す
る
も
の
は
『
八
識
義
章
研
習
抄
』
と
、
散
逸
し
て
い
る
『
浄
土
義
私
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記
』、『
賢
聖
義
短
冊
』
で
あ
る
。
現
存
す
る
浄
土
教
関
連
の
著
述
は
『
菩
提
心
集
』、『
決
定
往
生
集
』、『
安
養
知
足
相
対
抄
』
の
三
作

で
あ
り
、
な
か
で
も
『
決
定
往
生
集
』
は
冒
頭
の
「
開
宗
の
文
」
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
浄
土
教
研
究
の
上
で
は
殊
に
注
目
さ

れ
て
き
た
。
法
然
も
東
大
寺
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
の
講
説
を
記
録
し
た
『
大
経
釈
』
の
中
で
、
善
導
を
補
助
す
る
七
師
と
し
て
源

信
・
永
観
に
次
い
で
珍
海
を
挙
げ
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
『
決
定
往
生
集
』
に
も
言
及
し
て
い
る
。

依
㆓
感
師
智
栄
等
㆒、
補
㆓
助
善
導
之
義
㆒
者
、
此
有
㆓
七
家
㆒。
一
感
師
。
二
智
栄
。
三
信
仲
。
四
覚
親
。
五
源
信
。
六
永
観
。
七
珍
海
。

…
（
中
略
）
…
七
珍
海
者
、
作
㆓
決
定
往
生
集
㆒、
建
㆓
立
十
門
㆒
明
㆓
往
生
法
㆒。
其
中
亦
依
㆓
善
導
二
修
之
文
㆒、
此
傍
雖
㆑
述
㆓
諸
行
㆒、 

正
用
㆓
念
佛
往
生
㆒
也
。
爰
知
、
於
㆓
往
生
行
業
㆒
論
㆓
専
雑
二
行
㆒、
棄
㆓
捨
雑
行
㆒
専
修
㆓
正
行
㆒、
天
竺
・
震
旦
・
日
域
其
伝
来
尚
矣
。

　
法
然
が
指
摘
す
る
「
善
導
二
修
之
文
」
と
は
、
文
脈
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
善
導
集
記
『
往
生
礼
讃
』（
以
下
『
礼
讃
』）
に
説
か
れ
る

専
修
な
ら
ば
「
百
即
百
生
」
で
あ
る
と
専
雑
二
修
の
得
失
を
論
じ
る
一
連
の
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
善
導
を
補
助
す
る
「
七

家
」
を
述
べ
る
『
大
経
釈
』
該
当
箇
所
の
前
段
で
は
、
そ
の
『
礼
讃
』
を
長
く
引
用
し
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
文
章
が
行
者

に
と
っ
て
至
要
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
『
往
生
要
集
』
の
問
答
を
引
い
て
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

私
云
、
夫
斯
文
者
、
実
是
行
者
之
至
要
也
。
専
雑
之
訓
、
得
失
之
誡
、
甚
以
苦
口
。
求
㆓
極
楽
㆒
之
人
盍
㆑
貯
㆓
心
腑
㆒
哉
。
若
夫
抛

㆑
雑
修
㆑
専
者
百
即
百
生
。
如
㆓
棄
㆑
迂
向
淫直
。
何
不
㆑
到
也
。
捨
㆑
専
修
㆑
雑
者
、
千
中
無
㆑
一
。
如
㆓
捨
㆑
夷
赴
淫嶮
。
遂
莫
㆑
達
矣
。

往
生
要
集
下
云
、
問
。
若
凡
下
輩
亦
得
㆓
往
生
㆒、
云
何
近
代
於
㆓
彼
国
土
㆒
求
者
千
万
得
無
㆓
一
二
㆒。
答
。
綽
和
尚
云
、
信
心
不
㆑
淳
、

若
存
若
亡
故
。
信
心
不
㆑

一
、
不
㆓

決
定
㆒

故
。
信
心
不
㆓

相
続
㆒、
余
念
間
故
。
此
三
不
㆓

相
応
㆒

故
不
㆑

能
㆓

往
生
㆒。
若
具
㆓

三
心
㆒

者

（
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不
㆓
往
生
㆒
者
、
無
㆑
有
㆓
是
処
㆒。
導
和
尚
云
、
若
具
能
如
㆑
上
、
念
念
相
続
畢
命
為
㆑
期
者
、
十
即
十
生
、
百
即
百
生
。
若
欲
㆔
捨
㆑
専 

修
㆓
雑
業
㆒
者
、
百
時
希
得
㆓
一
二
㆒、
千
時
希
得
㆓
三
五
㆒。
已
上 

此
問
答
意
明
以
㆓
善
導
和
尚
二
修
㆒
決
㆓
往
生
極
楽
之
行
㆒
也
。

　
こ
の
『
礼
讃
』
を
引
用
す
る
『
往
生
要
集
』
の
問
答
は
、
井
上
光
貞
氏
が
珍
海
の
浄
土
教
思
想
の
意
義
を
法
然
と
比
し
て
「
ほ
と
ん

ど
寸
分
違
わ
ぬ
ほ
ど
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」（
井
上
　
一
九
五
六
、
四
二
二
頁
）
と
評
し
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
く
る
。
井
上

氏
が
法
然
回
心
の
出
発
点
と
挙
げ
る
源
信
の
問
い
に
続
く
『
礼
讃
』
の
「
百
即
百
生
」
の
文
言
を
も
っ
て
、
法
然
は
『
選
択
集
』
第
二

章
で
「
私
云
、
見
㆓

此
文
㆒

弥
須
㆓

捨
㆑

雑
修
淫専
。
豈
捨
㆓

百
即
百
生
専
修
正
行
㆒、
而
堅
執
㆓

千
中
無
一
雑
修
雑
行
㆒

乎
。
行
者
能
思
㆓

量

之
㆒。」
と
述
べ
、
雑
修
を
捨
て
専
修
に
努
め
る
こ
と
を
勧
め
る
。
凡
夫
往
生
の
追
及
と
い
う
動
機
の
上
で
は
、
確
か
に
両
者
に
違
い
は

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
究
明
に
向
け
た
発
想
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
珍
海
は
こ
の
『
礼
讃
』
を
依
用
す

る
懐
感
撰
『
群
疑
論
』「
専
雑
二
修
章
」
を
用
い
つ
つ
も
、
異
な
る
見
地
で
下
輩
人
の
雑
修
に
よ
る
安
養
化
土
へ
の
順
次
往
生
を
追
求

す
る
の
で
あ
る
。

四
　
雑
修
に
よ
る
安
養
化
土
往
生

　
珍
海
は
『
決
定
往
生
集
』
の
序
論
で
西
方
浄
土
へ
の
決
定
往
生
を
、
教
文
・
道
理
・
信
心
の
三
事
に
よ
る
も
の
と
定
義
し
、
な
か
で

も
信
心
に
よ
る
決
定
往
生
を
、
果
決
定
・
因
決
定
・
縁
決
定
の
三
種
に
展
開
し
論
じ
て
い
る
。
初
の
果
決
定
は
果
報
と
し
て
の
浄
土
の

こ
と
で
あ
り
、
凡
夫
の
順
次
生
、
す
な
わ
ち
来
世
で
の
極
楽
往
生
が
説
か
れ
る
。
次
の
因
決
定
は
往
生
の
因
を
指
し
示
し
、
定
善
・
散

（
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善
と
も
に
浄
土
の
業
因
と
し
て
認
め
て
い
る
。
最
後
の
縁
決
定
は
弥
陀
の
増
上
縁
、
言
い
か
え
れ
ば
仏
願
力
に
よ
る
往
生
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
ら
果
・
因
・
縁
の
三
決
定
を
、
さ
ら
に
十
門
の
決
定
に
分
科
し
詳
論
し
て
い
る
。
十
門
と
は
、
①
依
報
決
定
、
②
正
果
決
定
、

③
昇
道
決
定
、
④
種
子
決
定
、
⑤
修
因
決
定
、
⑥
除
障
決
定
、
⑦
事
縁
決
定
、
⑧
弘
誓
決
定
、
⑨
摂
取
決
定
、
⑩
円
満
決
定
で
あ
る
。

第
一
の
依
報
、
第
二
の
正
果
、
第
三
の
昇
道
決
定
は
果
決
定
、
第
四
の
種
子
、
第
五
の
修
因
、
第
六
の
除
障
決
定
は
因
決
定
、
第
七
の

事
縁
、
第
八
の
弘
誓
、
第
九
の
摂
取
決
定
は
縁
決
定
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
、
最
後
の
第
十
円
満
決
定
を
総
括
と
し
て
、
こ
れ
ら
全
て

の
義
の
和
合
に
よ
る
決
定
往
生
の
論
証
が
本
書
の
意
図
す
る
所
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
序
論
に
お
い
て
果
・
因
・
縁
の
三
決
定
を
示
す

直
前
に
説
か
れ
る
次
の
「
信
心
決
定
義
」
の
記
述
が
、
本
書
の
主
旨
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

其
信
心
者
、
若
於
㆓
如
㆑
上
文
理
之
中
㆒、
心
生
㆓
信
受
㆒
即
名
㆓
決
定
㆒。
以
㆔
決
定
者
為
㆓
信
相
㆒
故
。
故
観
経
云
、
必
生
㆓
浄
国
㆒。
心
得

㆑

無
㆑

疑
。
已
上 

無
疑
即
信
。
決
定
称
也
。
又
由
㆑

信
故
必
得
㆓

往
生
㆒。
故
経
説
言
、
若
能
深
信
無
㆓

孤
疑
㆒

者
、
必
得
㆑

往
㆓

生
阿
弥

陀
仏
国
㆒。
鼓
音
声
経 

由
㆑
此
応
㆑
知
、
下
輩
之
人
雖
㆑
未
㆓
一
向
専
精
信
受
㆒、
而
由
㆓
暫
信
㆒
亦
得
㆓
往
生
㆒。
此
乃
信
心
決
定
義
也
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
暫
信
」
と
は
「
第
二
正
果
決
定
」
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
の
異
訳
で
あ
る
『
平
等
覚
経
』
所

説
の
中
・
下
輩
人
の
「
暫
信
暫
不
信
」
に
よ
る
極
楽
の
辺
地
往
生
の
経
説
を
指
し
示
す
。
珍
海
は
、
こ
の
辺
地
と
『
無
量
寿
経
』
所
説

の
五
智
へ
の
疑
惑
不
信
に
よ
り
受
け
る
胎
生
を
同
所
と
見
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
極
楽
の
辺
地
胎
生
と
『
菩
薩
処
胎
経
』
所
説

の
懈
慢
界
往
生
を
会
釈
し
、
本
来
『
菩
薩
処
胎
経
』
中
で
は
極
楽
へ
の
道
中
と
さ
れ
る
懈
慢
界
を
、
辺
地
と
は
い
え
極
楽
内
で
あ
る
辺

地
胎
生
と
同
所
と
見
做
す
こ
と
に
よ
り
、
雑
修
に
よ
る
極
楽
内
へ
の
順
次
往
生
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。「
信
心
決
定
義
」
で
示
さ
れ

る
「
一
向
専
精
」
は
、
行
と
し
て
は
専
修
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
輩
人
は
一
向
専
精
に
信
受
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
第
二
正

（
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果
決
定
」
問
答
中
の
設
問
の
言
葉
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
珍
海
と
し
て
は
「
凡
夫
の
行
者
は
専
修
得
難
し
」
の
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ま
っ
た
く
逆
の
雑
修
に
よ
る
往
生
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
が
、
凡
夫
往
生
へ
の
解
決
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
端
的
に

現
れ
て
い
る
の
が
『
安
養
知
足
相
対
抄
』
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

若
依
㆓
群
疑
後
解
㆒、
雑
修
之
者
多
不
㆑
生
㆓
報
土
㆒。
処
胎
経
説
拠
㆑
此
以
明
。
雖
㆓
雑
修
之
者
㆒
□
多
生
㆓
化
土
㆒。
観
経
等
意
拠
㆑
此
而
説
。

若
准
㆓
此
釈
㆒、
雑
修
之
者
生
㆓
懈
慢
国
㆒
者
、
即
以
㆓
安
養
化
土
㆒
為
㆓
懈
慢
㆒
耳
。
平
等
覚
経
中
・
下
輩
辺
地
胎
生
対
㆓
懈
慢
㆒
説
事
云
㆓

相
当
㆒。
故
知
、
二
経
言
辞
雖
㆓
少
異
㆒
而
定
義
不
㆑
殊
也
。

　
こ
こ
で
は
『
群
疑
論
』「
専
雑
二
修
章
」
に
展
開
さ
れ
る
問
答
の
要
点
を
纏
め
た
引
用
の
中
、「
又
報
浄
土
生
者
極
少
、
化
浄
土
中
生

者
不
㆑
少
。」
と
説
か
れ
る
懐
感
の
「
後
解
」
に
対
し
、
珍
海
は
雑
修
で
あ
っ
て
も
化
土
に
は
多
く
が
往
生
で
き
る
と
述
べ
、
懈
慢
界
を

安
養
化
土
と
判
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
懈
慢
界
と
辺
地
胎
生
を
会
釈
し
た
安
養
化
土
を
、
凡
夫
易
往
の
土
と
し
て
と
し

て
確
立
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
次
に
取
り
上
げ
る
「
第
二
正
果
決
定
」
中
の
善
導
集
記
『
観
経
疏
』
巻
三
「
定
善
義
」
引
用
に

対
す
る
珍
海
独
自
の
解
釈
は
、
雑
修
と
疑
心
に
よ
る
易
往
の
土
を
追
求
す
る
姿
勢
を
傍
証
し
て
い
る
。

又
導
和
尚
観
経
疏
云
、
第
三
巻
釈
㆓

地
想
観
㆒

中
、
心
得
㆓

無
疑
㆒

之
文
也
。 
Ⓐ
修
因
正
念
不
得
雑
疑
。
雖
㆑

得
㆓

往
生
㆒

含
㆑

花
未
㆑

出
。
或
生
㆓

辺
界
㆒
、
或
墮
㆓
胎
宮
㆒
。
或
因
㆔
大
悲
菩
薩
入
㆓
開
花
三
昧
㆒
疑
障
即
除
、
宮
花
開
発
身
相
顕
然
。
法
侶
携
将
遊
㆓
仏
会
㆒
也
云

云
。
Ⓑ
今 

見
㆓

此
文
㆒、
胎
宮
・
懈
慢
因
果
双
挙
。
謂
㆓

雑
修
㆒

者
名
為
㆓

懈
慢
㆒ 

礼
讃
云
、
雑
修
不
至
心
千
中
無
㆑

一
也
。
疑
者
即
胎
生
因
。
故
知
、
今 

言
㆓
雑
・
疑
㆒
者
并
挙
㆓
二
説
㆒。
雖
㆓
是
二
説
㆒
湣
合
為
㆑
一
。
含
㆑
花
未
㆑
出
者
、
総
挙
㆓
過
失
㆒。
或
生
㆓
辺
界
㆒
者
、
即
懈
慢
也
。
或
墮
㆓
宮
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胎
㆒
是
疑
心
人
。
此
亦
双
㆓
挙
二
説
㆒、
而
義
混
一
。
言
㆑
雖
㆑
得
㆓
往
生
㆒
者
、
即
顕
㆔
懈
慢
既
生
㆓
極
楽
㆒。
若
爾
先
賢
既
自
弁
㆓
懈
慢
之 

得
失
㆒。
末
学
勿
㆔
更
迷
㆓
往
生
之
難
易
㆒
也
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
傍
線
Ⓐ
の
「
修
因
正
念
不
得
雑
疑
」
の
読
解
で
あ
る
。
引
用
元
の
『
観
経
疏
』
で
は
「
四
ニ
ハ
明
㆓ス
修

因
正
念
ニ
シ
テ
不
レ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
㆑

雑
㆑ユ
ル
コ
ト
ヲ
疑
ヲ
。」
と
あ
り
、「
雑
」
の
一
字
を
動
詞
と
し
て
読
ん
で
い
る
。『
決
定
往
生
集
』
の

『
大
正
』
と
『
浄
全
』
の
返
点
も
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
続
く
傍
線
Ⓑ
で
珍
海
は
、
雑
修
と
疑
心
の
二
説
を
懈
慢
と
胎
宮

の
因
と
し
て
文
字
通
り
「
双
挙
」
し
、
加
え
て
「
今
言
㆓
雑
・
疑
㆒
者
并
挙
㆓
二
説
㆒。
雖
㆓
是
二
説
㆒
湣
合
為
㆑
一
。」
と
も
述
べ
、
雑
修
に

よ
る
懈
慢
界
往
生
と
疑
心
に
よ
る
胎
生
を
会
釈
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、「
修
因
正
念
不
得
雑
疑
」
中
の

「
雑
」
の
字
は
「
雑
修
」
の
意
で
あ
る
と
し
、「
修
因
正
念
不
㆑
得
㆓
雑
・
疑
㆒。」
と
訓
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
珍
海
は
、
こ
の
『
観

経
疏
』
の
説
示
に
雑
修
と
疑
心
の
二
説
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
、「
先
賢
」
で
あ
る
善
導
こ
そ
懈
慢
界
の
得
失
を
弁
じ
て
い
る
人

師
と
位
置
づ
け
、
末
学
に
対
し
て
往
生
の
難
易
を
迷
う
こ
と
な
き
よ
う
促
し
て
い
る
。
こ
の
珍
海
独
自
の
解
釈
は
、
ま
さ
に
雑
修
に
よ

る
懈
慢
界
（
す
な
わ
ち
辺
地
胎
生
）
で
あ
る
安
養
化
土
へ
の
凡
夫
往
生
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
示
す
根
拠
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
拙
稿
　
二
〇
二
二
）。

五
　
決
定
業
と
し
て
の
念
仏

　
じ
つ
は
、
冒
頭
の
「
開
宗
の
文
」
中
に
説
か
れ
る
「
正
定
之
業
」
の
語
句
は
、『
決
定
往
生
集
』
の
『
大
正
蔵
』
で
は
「
正
定
業
」

（
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と
な
っ
て
い
る
。『
大
正
蔵
』
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
の
写
本
が
底
本
で
あ
り
、「
正
定
之
業
」
と
す
る
『
浄
全
』
の
底
本
と
思
わ

れ
る
江
戸
期
の
版
本
と
は
五
百
年
近
く
隔
た
り
が
あ
り
、
開
版
の
段
階
で
『
観
経
疏
』
に
沿
っ
て
「
之
」
の
一
字
が
附
記
さ
れ
た
可
能

性
も
否
め
な
く
は
な
い
。
と
言
う
の
も
、
珍
海
が
影
響
を
受
け
た
永
観
集
『
往
生
拾
因
』
に
見
ら
れ
る
同
箇
所
の
引
用
と
、
そ
の
古
い

写
本
も
「
正
定
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
之
」
の
一
字
に
着
目
す
る
理
由
は
、『
決
定
往
生
集
』
に
見
ら
れ
る
珍
海
の
解

釈
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
決
定
業
と
し
て
称
名
念
仏
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
知
さ
れ
、
そ
の
場
合
「
正
し
き
定
業
」
と
読
む
こ
と
が
可

能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
決
定
業
は
定
業
と
も
略
称
さ
れ
、『
倶
舎
論
』
等
に
説
か
れ
る
果
を
受
け
る
時
分
が
定
ま
っ
た
行
業
の
こ
と
で
あ
り
、
今
生
・
次

生
・
第
三
生
以
降
の
三
時
に
分
か
れ
て
い
る
。「
第
五
修
因
決
定
」
の
第
三
「
明
往
生
正
業
」
で
は
、「
開
宗
の
文
」
引
用
の
後
に
造
仏

や
大
乗
経
典
を
読
誦
・
書
写
す
る
こ
と
も
「
定
業
」
と
な
り
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
「
定
業
」
は
『
菩
提
心
集
』
に
見
ら
れ
る

同
趣
旨
の
記
述
に
よ
り
決
定
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
第
五
修
因
決
定
」
の
第
六
「
明
念
仏
分
斉
」

で
は
、
現
生
の
十
念
と
臨
終
の
十
念
の
優
劣
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
珍
海
は
両
者
の
十
念
を
明
ら
か
に
決
定
業
と
し
て
解
釈
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
珍
海
の
『
三
論
名
教
抄
』「
四
業
義
」
等
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
論
教
学
で
は
大
乗
の
諸
業
に
お
い
て
決
定
業
を

認
め
て
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
念
仏
が
決
定
業
で
あ
る
こ
と
は
矛
盾
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
「
第
六
除
障
決

定
」
で
は
、
自
性
と
し
て
の
決
定
業
は
無
い
が
因
縁
に
よ
る
決
定
業
は
有
る
と
い
う
理
論
が
展
開
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
仏
大
悲
本
願

之
力
・
護
念
摂
取
光
明
之
力
・
内
有
仏
性
力
・
先
有
結
縁
力
・
現
在
善
友
力
・
得
聞
大
乗
力
・
信
受
教
誨
力
」
の
七
つ
の
「
衆
縁
和
合

力
」
に
依
拠
し
た
念
仏
は
因
縁
に
よ
る
決
定
業
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
和
合
の
中
に
定
性
は
無
く
、
自
性
と
し
て
の
決
定
業
で
は
な

い
の
で
矛
盾
は
し
な
い
と
い
う
訳
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
珍
海
は
念
仏
を
決
定
業
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
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あ
り
、
文
脈
の
流
れ
か
ら
判
断
し
て
、
善
導
の
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
引
用
中
の
「
正
定
業
」
も
決
定
業
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥

当
と
思
わ
れ
る
（
拙
稿
　
二
〇
二
〇
）。

六
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
「
開
宗
の
文
」
に
関
す
る
問
題
点
を
中
心
に
、
易
行
と
し
て
の
専
修
念
仏
を
確
立
し
た
法
然
に
対
し
、
凡
夫
の
易
往
を
追

求
し
た
珍
海
の
浄
土
思
想
の
一
端
を
概
観
し
て
き
た
。『
決
定
往
生
集
』
所
説
の
「
信
心
決
定
義
」
に
見
ら
れ
る
「
暫
信
」
は
、
珍
海

に
よ
っ
て
専
雑
二
修
の
う
ち
雑
修
と
会
釈
さ
れ
、
源
信
等
に
よ
り
説
か
れ
て
き
た
諸
行
往
生
を
突
き
詰
め
た
か
た
ち
と
し
て
、
下
輩
人

の
雑
修
に
よ
る
安
養
化
土
往
生
が
、
凡
夫
往
生
の
ひ
と
つ
の
解
答
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
珍
海
は
吉
蔵
の
本
迹
二
門
の
仏

土
観
を
持
つ
と
さ
れ
る
た
め
（
伊
東
　
二
〇
一
一
、
四
一
五
〜
四
二
五
頁
）、
報
土
説
自
体
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
法
然
の
標
榜
し
た
専
修
念
仏
に
よ
る
凡
夫
の
報
土
往
生
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
立
場
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
菩
提
心
を
正
因
で

あ
り
業
主
と
し
て
重
ん
じ
て
い
る
点
、
成
仏
の
正
因
と
し
て
中
道
仏
性
を
説
く
こ
と
な
ど
、
法
然
と
の
相
違
は
多
々
認
め
ら
れ
る
。
加

え
て
、
珍
海
は
称
名
念
仏
を
決
定
業
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
り
、「
開
宗
の
文
」
中
に
説
か
れ
る
「
正
定
業
」
の
語
句
も
、
珍
海
は
決

定
業
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。『
決
定
往
生
集
』
の
表
題
は
、
信
心
に
よ
る
往
生
決
定
を
論
証
す
る
要

文
集
と
の
意
の
他
に
、
決
定
業
と
し
て
の
念
仏
に
よ
る
往
生
を
説
き
示
す
た
め
と
の
、
二
重
の
意
味
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
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註

大
正
三
七
・
二
七
二
頁
上
中
／
浄
全
二
・
〇
五
八
頁
下
。

大
正
八
三
・
一
一
二
頁
中
下
／
浄
全
九
・
三
二
八
頁
下
〜
三
二
九
頁
下
。

大
正
八
三
・
〇
一
二
頁
上
中
／
浄
全
九
・
三
二
八
頁
上
下
。

大
正
八
三
・
〇
〇
四
頁
中
／
浄
全
七
・
〇
一
五
頁
。

大
正
八
四
・
一
〇
三
頁
上
／
浄
全
一
五
・
四
七
四
頁
下
。

大
正
八
四
・
一
一
八
頁
上
。

大
正
八
四
・
一
〇
六
頁
上
中
／
浄
全
一
五
・
四
八
一
頁
上
下
。
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キ
ー
ワ
ー
ド 

専
修
、
雑
修
、
化
土
往
生
、
決
定
業
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